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1. はじめに 

スマートフォンの普及を背景に，ソーシャル

メディアの利用が一般化，低年齢化していくこ

とに伴い，子どもたちが直面するリスクも増大

してきている．警察庁の調査では，出会い系サ

イト規制法施行以降，出会い系サイトに起因す

る事犯の被害児童数が減少し，過去最少を記録

している一方で，SNS 等における被害児童数は増

加傾向が継続し，過去最多を迎えていることを

指摘している[1]．また，被害児童の SNSへのア

クセス手段は約 9割がスマートフォン経由であ

ること，Twitterにおける被害児童数は平成 27

年から平成 28年にかけてほぼ倍増しており，平

成 29年には全被害児童数の 1,813 人のうち

Twitter による被害が 3分の 1以上の 695人に達

していることも調査から示されている[1]．この

まま有効な対策が打たれなければ被害数はさら

に増大していくことが予想されるため，事業者

や行政の連携によって有効な対策が行われる必

要がある． 

 本研究では，青少年を取り巻くリスクの中で

も近年最も深刻な社会病理問題となっている

「売買春」に焦点をあて，これらに関連する

Twitter の問題投稿とそれに利用された一連のハ

ッシュタグについて調査を行った． 

 

2. 先行研究 

サイバー補導とは「インターネット上で援助

交際を求めるなどの不適切な書き込みをした未

成年者に対し，注意や指導をすること（出典：

デジタル大辞泉）」であり，2013 年 10 月より全

国の警察で実施されている．「サイバー補導の

現状と今後の取組について」（2015 年 3 月 12 日

広報資料）では試行期間である 2013 年 4 月から

2014 年末までに 18 歳未満の児童 597 人が補導さ

れ，その 6 割以上に非行・補導歴がなかったこ

とを報告している[2]． 

 

 

 

 

 全国 12 か所の都道府県警察本部少年課を対象

とした聞き取り調査からは，サイバー補導の課

題として「効率よく検索できる仕組み」が挙げ

られている[3]．そもそもサイバー補導における

交信作業はさまざまな制約から「不適切な書き

込みを発見し，現場での接触にこぎつけられる

のは，ほんの数％程度である」という難しさが

ある．その中で，「ネット上にあふれる交流サ

イトの掲示板の中から，不適切な書き込みを発

見する作業は，容易ではない．変化を続ける掲

示板等のサイトの情報を，取りまとめてくれる

人材と，情報共有できる仕組みが欲しい」とい

うのが現場からの声となっている．警察に代わ

って対象者との交信作業を行うことは現実的で

はないが，サイバー補導の対象となる書き込み

を「効率よく検索できる仕組み」についてはシ

ステム的な解決が期待できるものである． 

 上記のような社会背景や先行研究を踏まえて，

本研究では Twitter 上の投稿内容の分析から，

より売買春に関する問題投稿の蓋然性が高いハ

ッシュタグの構成を明らかにすることを目的と

する． 

 

3. 調査・分析方法 

 2018 年 5 月 2 日～31 日の 30 日間の Twitter

投稿を対象に，明確に「売買春」を示唆してい

ると考えられる 4 つのハッシュタグ（「援助」

「援」「円」「サポ」）を含んだ投稿を収集し，

同時に用いられている（共起関係にある）ハッ

シュタグの特定を試みた． 

こうしたハッシュタグ間の関係性に着目した

研究として，東日本大震災後の Twitter におけ

る震災関連ハッシュタグの計量的分析を行い，

話題のピークや中心的な話題の変化について検

証しているものがある[4]．当該の研究では，ハ

ッシュタグの共起関係について，共起ネットワ

ーク分析を用いて可視化しているため，同様の

手法を採用した． 

 

4. 分析結果 

期間中に取得した総投稿数は 120,020 件とな
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った．毎日 3500 件以上もの問題の疑いのある投

稿が観察され，そのうち RT（リツイート）は

1000 件から 1500 件程度であった．登場したハッ

シュタグは 5,045 種類となった．出現数上位の

ハッシュタグは，「援」「サポ」「円」「オフ

パコ」「援助」「裏垢女子」「家出」となり，

いずれも 1 割以上の投稿に当該ハッシュタグが

含まれていた．「パパ活」や「神待ち」といっ

た通常のコミュニケーションでは用いないよう

なハッシュタグの利用も見られた． 

また，「都内」「池袋」「大阪」といった地

名が出現数上位に見られている．付帯ハッシュ

タグ数の平均値は 4.8 個，中央値は 4 個であり，

複数のハッシュタグが同時に用いられる傾向に

あった．10 個以上のハッシュタグが用いられて

いる投稿も少なくなかったが，こうした極端に

ハッシュタグが多い投稿の詳細を確認すると，

業者によるものと疑われる投稿も散見された． 

なお，ハッシュタグではないものの，本文に

「DM（ダイレクト・メッセージ）」という単語

を含む投稿は 28,122 件で全体の 23.4%に達して

いた． 

 共起ネットワーク分析の結果は，図 1 と図 2

の通りである．共起ネットワーク分析は描写の

基準に応じて結果が変わるため，Jaccard 係数

（以下，J 係数）の異なる結果を示している．図

1 と図 2 からは，援助交際を示唆する「援」

「円」「サポ」といったハッシュタグが強い共

起関係にあることが明らかとなっている．この

ことは複数の隠語が同時に用いられていること

で，その意味を補強していることを示している．

こうした事実は去の新聞報道等でも言及されて

おり，改めてその事実が確認された．その他に

は，地名同士の関係性の強さや特定のハッシュ

タグ間の共起頻度の多さも見られている．ただ

し，後者については業者アカウントが繰り返し

同様の表現を用いていることから，結果として

共起頻度が高まっているものも含まれている． 

 

5. まとめ 

 本研究では，「売買春」に関連する Twitter

の問題投稿とそれに利用されたハッシュタグに

ついて調査・分析を行った．テキストマイニン

グを用いた付帯ハッシュタグの分析から，地名

や隠語を含めた複数のハッシュタグが同時に利

用されている傾向があり，こうしたハッシュタ

グを特定することで問題投稿の事前検知に有効

であることが示された． 

 

 
図 1 ハッシュタグ間の共起関係（J係数=0.2） 

 
図 2 ハッシュタグ間の共起関係（J係数=0.1） 
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